
生活習慣病治療中の方に対するスマートフォンアプリを活用した重症化予防

背景

古河電工健康保険組合

• 生活習慣病は職域での医療費において大きな

ウェイトを占めるが、生活習慣の是正によっ

て重症化を予防することが可能である。

• 当健康保険組合では生活習慣病治療中の加入

者が増加傾向であり、また治療中の加入者の

中でも管理不良者への対策は必須である。

目的

本事業では、これまで既に当健康保険組合にて
実施してきた生活習慣病の重症化予防事業にお
いて、ロジックモデルにもとづいて成果報酬連
動型事業とすることで、事業全体における効果
の可視化と事業成果の最大化を図ることを目的
とする。

①対象者選定
②事業案内/
参加勧奨

⑤成果評価

レセプトデータ、

特定健診結果を

元に民間委託業

者の保有する脳

血管疾患ならび

に虚血性心疾患

発症予測アルゴ

リズムを活用し、

高リスク者を選

定する。

完遂率ならびに

医療費適正化効

果について事業

評価を実施し、

成果に応じた支

払いを行う。

事業対象候補者

へ事業参加に関

する案内を送付

し、郵送・WEB

による申し込み

を受け付ける。

③生活習慣改善指導/
主治医との連携

プログラム開始前に主治医より指示書を

取得し、プログラムへの参加承諾を受け

る。生活習慣指導は主治医の指示のもと

実施し、適宜参加者を介して情報連携を

行う。生活習慣改善指導（約6ヶ月間）

はスマホアプリを活用したライフログ管

理と医療専門職による電話（全12回）、

チャットを介したアドバイスを受け、生

活習慣改善に取り組む。

④比較対照群
の選定

参加者の開始時

データをリファ

レンスデータと

し、変数マッチ

ングにて同程度

の疾患発症リス

クを抱える対照

群を過去５年分

のレセプトデー

タ、特定健診結

果より選定を行

う。

事業フロー

対象

生活習慣病（高血圧症、糖尿病、脂質異常症）
治療中の方のうち、脳血管疾患および虚血性心
疾患発症リスクの高い加入者とする。

支払いイメージ

基礎分（固定費）：

プログラム参加人数×5万円

成果指標①：

プログラム参加人数×5万円×完遂率

成果指標②：

中期効果をもとに算出した医療費適正

化額に応じて支払額を決定



生活習慣病治療中の方に対するスマートフォンアプリを活用した重症化予防
古河電工健康保険組合

実施結果 成果指標進捗

今後のスケジュール

項目 小項目 目標値 実績値

基礎分
（固定支払い）

プログラム
参加者

事業Ⅰ

100人

58人

事業Ⅱ 53人

成果連動分

成果指標①
完遂率

事業Ⅰ

100％

95％

事業Ⅱ 令和6年度集計

成果指標②
医療費適正化効果

事業Ⅰ
事業Ⅱ

出来高支払い金額
以上の医療費適正

化
令和6年度集計

事業Ⅰ
（令和4年度事業）

事業Ⅱ
（令和5年度事業）

高リスク者
レセプトデータならびに特定健診結果より、加入
者一人ひとりの5年以内の重症化イベント発生率
を算出し、重症化リスクを8段階に層別化。その
うち、上位3層に該当した方

873 903

案内対象者
高リスク者より資格喪失・禁忌疾患該当者を除い
た方

684 753

申込者
案内を行い、プログラムに申込いただいた方

70 53

プログラム開始者
申込を行った内、必要書類の提出がありプログラ
ム開始できた方

58 53

プログラム完遂者
プログラム開始した内、12回の面談を終了した方

55 25
（プログラム実施中16名）

サマリー

参考：参加勧奨

案内対象者に対して、自宅に案内資
料を郵送。重症化リスクに応じて案
内資料を変更し、参加率向上を図っ
た。また、一部の対象者に対しては
産業医より参加勧奨を行った。

6

7

成果指標①事業Ⅱ
および成果指標②
の評価および支払い

2024年3月29日時点
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